第十章●EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かみ),至上神)はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すべて),全存在)の源

(一)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(バガヴァーン),至上者)かたる

「剛勇の士アルジュナよ

君はわたしの親友だから

いままでより更に善き知識を

君のために話して聞かせよう

(二)

千万の神々も偉大な聖者たちも

わたしの起源　全相を知ることはできない

なぜなら　あらゆる意味において

わたしが神々と聖者の出所なのだから―

(三)

わたしが不生　無始であり

全宇宙の至上主であると知る者のみ

人間のなかにあって幻影に迷うことなく

全ての罪けがれから解放される

(四)

知性　知識　疑心のないこと

寛容　正直　感覚欲の制御

幸福と不幸　誕生と死

恐怖　そして恐怖心の無いこと

(五)

非暴力　平静　満足

禁欲　慈善行為　名誉と不名誉

これらの多様な資質を

生物に与えるのはわたしである

(六)

七大聖　またそれ以前の四大聖―そして

人類の祖・マヌたちはわたしの心から生まれた

無数の星界に住む生物たちはすべて

彼らを祖として発生したのである
(七)

わたしの　この大いなるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(わざ),業)と力を

正しく知る者は不動のヨーガ
で

常にわたしと共に在る

これには何の疑いもない

(八)

わたしは霊界　精神界　物質界EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すべて),全部)の根源

わたしから万有万物は発現し展開する

この真実を知る賢者は

全身全霊でわたしを信仰し讃美する

(九)

彼らは常にわたしを想い

生活のすべてをわたしに捧げる

常にわたしについて語り合い

啓発し合うことに無上のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(よろこび),歓喜)を味わう

(一十)

わたしを信じ　わたしを愛して

常にわたしに仕える者たちに

わたしはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ブッディヨーガ),見真の力)を与える

それによって彼らはわたしのもとに来るのだ

(一一)

彼らに特別な慈悲を施すため

はそれぞれの胸に宿り

輝く智慧の燈火をもって

無知から生じた闇を破る」

(一二)　アルジュナ言う

「あなたは至高のブラフマン　無上の安息所

そして全てを浄化する御方

永遠至聖にして不生無始

全宇宙に遍在するEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はじめ),元始)の神
(一三)

ナーラダ　アシタ　デーヴァフ

そしてヴィヤーサ等の大聖者たちは皆

あなたに関するこの真実を認めました

そして今　あなた自身がそれを宣言された

(一四)

クリシュナよ―あなたが語ったことは

ことごとく真実であると私は信じる

おおEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(バガヴァーン),至上の神)よ―

神々も悪魔らもあなたのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すべて),全性相)を知らない

(一五)

まことに　あなたを知るのはあなたひとり

あなたこそ至上の御方―

生きとし生けるもののEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おん),御)父　万有の支配者

神々に君臨する大神　全宇宙の大主です！

(一六)

願わくはあなたの聖なる御力と

全ての宇宙　全ての星界に

光り輝き満ち溢れている

荘厳華麗なEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すがた),性相)についてお話し下さい

(一七)

ヨーガの主よ　どのようにしてあなたを想い

どのようにしてあなたを知ればよいのか

どんな形であなたを念じたらよいのか

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(バガヴァーン),至上の神)よ　何とぞお教え下さい

(一八)

クリシュナよ　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もう),今)一度EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くわ),詳)しくお話し下さい

あなたの神秘な御方とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あらわれ),顕現)について

どんなに聞いても私は飽きない

聞げば聞く程もっとそのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(アムリタ),甘露)を味わいたくなるのです」
(一九)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(バガヴァーン),至上者)語る

「よろしい　ではアルジュナよ

わたしの光り輝くEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あらわれ),表現)の

主要なものだけを語って聞かせよう

詳しく言えば際限がないからだ

(二十)

アルジュナよ　わたしはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たましい),真我)として

一切生類の胸に住んでいる―また

わたしは万物万象の始めであり

中間であり　そして終わりである

(二一)

アディーティヤ
たちのなかでわたしはヴィシュヌ

光るもののなかで　わたしは太陽

風の神々のなかでは　その支配者マリーシ

星々のなかで　わたしは月である

(二二)

諸ヴェーダのなかの　わたしはサーマ・ヴェーダ

神々のなかの　わたしは天国の王インドラ

感覚のなかの　わたしは心

生物のなかの　わたしは意識

(二三)

わたしは全ルドラ
中のシャンカラ

ヤクシャ　ラクシャサたちのなかの富神クベーラ

ヴァス
のなかでは　首領の火神アグニ

山々のなかではメール
山である

(二四)

アルジュナよ　僧たちのなかでは

わたしはそのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おさ),首長)　ブリハスパティ

将軍たちのなかではスカンダ元帥

水体のなかでは大EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うみ),洋)である
(二五)

聖賢のなかではブリグ

音声振動のなかではオーム

供犠　供養のなかではEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ジャパ),唱名)

動かぬもののなかのヒマラヤ

(二六)

わたしは樹木のなかのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(アスワッタ),菩提樹)
神仙のなかのナーラダ

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ガンダルヴァ),楽天)
たちのなかではチトララタ

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(シッダ),完成者)
のなかのカピラ聖

(二七)

馬のなかでは―

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ネクター),甘露酒)の海から生まれたウッチャイシュラバー

そして、王象のアイラーヴァタがわたしだ

また人々のなかでは王である

(二八)

武器のなかでは雷電

牛のなかではカーマデュク

生殖のためには愛神カンダルパ

蛇のなかでは龍王のヴァースキがわたし

(二九)

ナーガ蛇類のなかではアナンタ

水に住む生きもののなかでは水神ヴァルナ

祖先たちのなかの統領アルヤーマ

法の施行者のなかでは死神ヤーマ

(三十)

ダイティヤ鬼のなかではプララーダ

征服者のなかでは“時間”

獣類のなかではライオン

鳥類のなかではガルダがわたしである
(三一)

わたしは清めるもののなかでは風

武器をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふる),揮)う者のなかのラーマ

魚類のなかではEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふか),鱶)
河川のなかではガンジス河

(三二)

アルジュナよ　わたしは全創造物の

始めであり終わりであり　また中間である

学問のなかではEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(アートマン),真我)を探究する科学

討論する者たちの間の弁証法

(三三)

わたしは字のなかのア字

複合語のなかの二重語

また　わたしは無尽蔵の時間

側造者のなかでは四頭をもつブラマー

(三四)

わたしは一切を食い尽くす“死”であり

あらゆるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もの),事物)の発生源であり

女性たちの間の令名　幸運　美しい話法

記憶力　知性　堅実　忍耐力

(三五)

サーマ・ヴェーダの讃歌ではブリハト・サーマ

詩のなかではガヤトリーがわたし

月日のなかではマールガジャーリサ

季節のなかでは花咲く春がわたし

(三六)

また　わたしはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(だまし),詐欺)のなかの大賭博

かがやくもののなかの大光輝

そしてわたしは勝利であり冒険であり

強者のもつ“強さ”である
(三七)

わたしはヴリシニ族中のヴァースデーヴァ

バンドウ家のなかのアルジュナ

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ムニ),聖者)のなかではヴィヤーサ

思想家のなかではウシャナーである

(三八)

懲罰の方法のなかでは

わたしは“鞭打ち”である

勝利を求める者たちにおける賢明な政策であり

秘行者における沈黙　智者における智慧である

(三九)

またその上に　アルジュナよ

わたしは全存在を生み出す種子である

動くものも　動かぬものも

わたし無しには存在し得ない

(四十)

敵を絶滅する強者アルジュナよ

わたしの神聖顕現にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おわり),終末)は無い

いままで君に話したことは

わたしの無隈の力とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すがた),相)の一部にすぎない

(四一)

栄光に輝くもの　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(そうれい),壮麗)なもの

偉大なもの　善美なものはすべて

わたしの光輝より飛したEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きらめき),閃光)の

一つにすぎないということを知れ

(四二)

だがアルジュナよ　わたしの無限の力を

詳細に知ろうとするのは無益ではないか？

わたしの体の一断片が展開増殖して

この全宇宙を造り支えているのだよ」

� �EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(バクティ),信愛)�のヨーガ


� 太陽神


� 仏教では摩利支天


� 十一


� シヴァ神


� 神々の一種、八柱ある


� 須弥山


� 韋駄天


� 神の名を唱える行


� 音楽を好む天族


� 真理を体得した人


� クリシュナの国にいる牛でいつでも好きなだけ乳を出す


� コブラのようにからかさ状の頚部をもつ。蛇の中で最も大きい


� 仏教ではえんま大王


� 地上のどんな征服者、権力者も必ず時間に征服される


� 討論、弁論によって矛盾を越えて新しい真理に到達する方法


� 十一月から十二月にかけて


� クリシュナのこと





